
　
三
菱
鉛
筆
株
式
会
社
は
、
３

月
27
日
開
催
の
定
時
株
主
総
会

並
び
に
取
締
役
会
で
、
次
の
通

り
新
役
員
を
選
任
し
た
。（
敬

称
略
）

　
代
表
取
締
役
会
長
　
数
原
英

一
郎

　
代
表
取
締
役
社
長
　
数
原
滋

彦
（
新
規
事
業
担
当
内
部
監
査

担
当
）

　
取
締
役
専
務
取
締
役
執
行
役

員
　
切
田
和
久
（
技
術
統
括
兼

全
社
品
質
担
当
兼
サ
ス
テ
ィ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
担
当
）

　
取
締
役
常
務
執
行
役
員
　
鈴

木
孝
雄
（
人
事
部
担
当
兼
シ
ス

テ
ム
担
当
兼
法
務
担
当
）、
山

村
伸
夫
（
国
内
営
業
担
当
兼
商

品
開
発
担
当
）

　
取
締
役
　
青
山
藤
詞
郎
（
社

外
）、
斉
藤
麻
子
、
嶋
本
正
、

本
坊
吉
博
・
新

　
常
勤
監
査
役
　
村
上
恵
美
、

小
川
浩
央

　
監
査
役
（
社
外
）　
梶
川
融
、

鈴
木
嘉
明
・
新

　
上
席
執
行
役
員
　
長
谷
川

直
人
（
財
務
担
当
）、
手
島
修

（
海
外
営
業
部
長
）、
蛇
川
寿
史

（
経
営
企
画
担
当
）、
小
宮
基
裕

（
化
粧
品
事
業
担
当
）、
早
尾

栄
（
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推

進
室
長
）、
平
野
功
一
（
生
産

担
当
兼
全
社
生
産
技
術
担
当
）、

萩
原
康
明
（
技
術
担
当
兼
知
的

財
産
担
当
兼
産
業
資
材
担
当
）、

市
川
秀
寿
（
研
究
開
発
フ
ェ

ロ
ー
）、
武
藤
広
行
（
生
産
統

括
部
長
）
新
、
齋
藤
茂
樹
（
総

務
担
当
兼
法
務
部
長
）
新

　
副
会
長
　
数
原
徹
郎
　

　
三
菱
鉛
筆
関
西
販
売
株
式
会

社
は
、
３
月
27
日
開
催
の
株
主

総
会
並
び
に
取
締
役
会
で
、
次

の
通
り
役
員
を
選
任
し
た
。（
敬

称
略
）

　
代
表
取
締
役
社
長
　
丸
田
直

人　
取
締
役
　
谷
口
政
和
、
谷
邨

貴
宏
、
数
原
滋
彦
、
山
村
伸
夫

　
監
査
役
　
長
谷
川
直
人
・
新

　
株
式
会
社
パ
イ
ロ
ッ
ト
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
３
月
28
日

開
催
の
第
23
期
定
時
株
主
総
会

及
び
同
日
開
催
の
取
締
役
会

で
、
次
の
通
り
役
員
を
選
任
し

た
。（
敬
称
略
）

　【
取
締
役
】

　
代
表
取
締
役
社
長
　
藤
﨑
文

男　
代
表
取
締
役
　
小
平
岳
志
・

昇
任

　
取
締
役
　
横
山
和
彦
、
畑
野

且
次

　
社
外
取
締
役
　
村
松
昌
信
、

柴
田
美
鈴
、
河
野
弘
・
新

　【
監
査
委
員
取
締
役
】

　
取
締
役
　
雜
村
吉
浩
（
常
勤

監
査
等
委
員
）

　
社
外
取
締
役（
監
査
等
委
員
）

神
山
敏
蔵
、
藤
田
嗣
潔

　【
執
行
役
員
】

　
社
長
執
行
役
員
　
藤
﨑
文
男

　
専
務
執
行
役
員  

小
平
岳

志
・
昇
任

　
上
席
執
行
役
員  
横
山
和

彦
、
畑
野
且
次
、
和
田
好
夫
、

小
池
智
夫
・
昇
任
、
千
賀
邦
之
・

新　
執
行
役
員
　
横
井
秀
雄
、
北

條
純
一
、
小
城
真
志
保
、
湖
雅

行
、
宰
務
伸
也
、
木
川
俊
幸
、

長
谷
川
淳
、
寺
田
治
信
、
川
島

俊
二
・
新

  

な
お
、
代
表
取
締
役
・
白
川

正
和
氏
、
取
締
役
・
伊
藤
秀
氏
、

社
外
取
締
役
・
升
田
晋
造
氏
は

退
任
。
ま
た
、
取
締
役
・
荒
木

敏
男
氏
は
、
３
月
21
日
に
パ
イ

ロ
ッ
ト
イ
ン
キ
株
式
会
社
取
締

役
会
長
に
、
３
月
28
日
に
パ
イ

ロ
ッ
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
顧

問
に
就
任
し
、
同
社
取
締
役
を

退
任
し
た
。

　
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
（
黒
田
英

邦
社
長
、
大
阪
市
）
は
、
カ
ナ

ダ
の
企
業
で
あ
る
Ｃ
ｈ
ｏ
ｐ
Ｖ

ａ
ｌ
ｕ
ｅ
　
Ｍ
ａ
ｎ
ｕ
ｆ
ａ
ｃ

ｔ
ｕ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

株
式
会
社
（
東
京
都
）
と
、
使

用
済
み
割
り
箸
を
リ
サ
イ
ク
ル

し
た
内
装
材
を
用
い
た
オ
フ
ィ

ス
家
具
の
開
発
や
検
証
を
開
始

し
た
。

　
近
年
、
企
業
に
お
け
る
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
取
り
組
み

の
重
要
性
が
高
ま
る
中
、
オ

フ
ィ
ス
家
具
に
お
い
て
も
環
境

配
慮
型
製
品
へ
の
需
要
が
高

ま
っ
て
い
る
。
コ
ク
ヨ
は
マ
テ

リ
ア
リ
テ
ィ
目
標
と
し
て
２
０

３
０
年
ま
で
に
コ
ク
ヨ
グ
ル
ー

プ
（
海
外
含
む
）
が
取
り
扱
う

循
環
型
商
品
の
売
上
高
を
80
％

以
上
と
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
お

り
、
こ
の
取
り
組
み
は
そ
の
一

環
と
な
る
。

　
Ｃ
ｈ
ｏ
ｐ
Ｖ
ａ
ｌ
ｕ
ｅ 

Ｊ

ａ
ｐ
ａ
ｎ
は
、
使
用
済
み
の
割

り
箸
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
板
状

の
素
材
に
加
工
し
て
家
具
や
内

装
材
を
製
造
す
る
循
環
型
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
展
開
し
、
２
０

２
４
年
11
月
よ
り
川
崎
市
内
に

同
社
の
日
本
初
の
工
場
を
稼
働

さ
せ
て
い
る
。

　
今
回
、
両
社
の
技
術
と
知
見

を
活
か
し
、
使
用
済
み
割
り
箸

を
活
用
し
た
内
装
材
を
用
い
た

オ
フ
ィ
ス
家
具
の
開
発
や
検
証

な
ど
を
行
い
、
日
本
の
オ
フ
ィ

ス
市
場
に
適
し
た
循
環
型
商
品

の
開
発
を
進
め
て
い
く
。

　
今
回
の
取
り
組
み
に
あ
た

り
、
コ
ク
ヨ
の
働
き
方
の
実
験

場
で
あ
る
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｃ
Ａ
Ｍ

Ｐ
Ｕ
Ｓ
」
で
は
、
使
用
済
み
割

り
箸
が
施
設
内
で
ど
の
程
度
破

棄
さ
れ
て
い
る
か
の
計
測
を
開

始
。
２
０
２
５
年
３
月
の
実
験

で
は
、
１
日
あ
た
り
約
２
６
０

本
が
破
棄
さ
れ
て
お
り
、
約
30

日
間
で
天
板
１
枚
分
に
相
当
す

る
量
で
あ
る
こ
と
が
確
認
。
自

社
オ
フ
ィ
ス
で
排
出
さ
れ
る
使

用
済
み
割
り
箸
を
実
際
に
回
収

し
、
オ
フ
ィ
ス
で
の
資
源
循
環

の
実
例
を
示
す
こ
と
で
、
自
社

社
員
を
中
心
に
環
境
意
識
の
啓

発
と
行
動
変
容
の
促
進
を
図

る
。

　
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
コ
ク

ヨ
は
、
割
り
箸
以
外
の
廃
材
を

活
用
し
た
新
素
材
の
開
発
な

ど
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
製
品
の

可
能
性
を
広
げ
、
環
境
性
能
と

実
用
性
を
両
立
し
た
環
境
配
慮

型
の
商
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
の
拡

充
を
目
指
し
て
い
く
と
い
う
。

　
株
式
会
社
マ
ル
ア
イ
（
村
松

道
哉
社
長
、
山
梨
県
市
川
三
郷

町
）
は
、
家
族
や
友
達
と
楽
し

め
る「
ぬ
り
え
の
コ
ン
テ
ス
ト
」 

第
13
回
「
Ｎ
ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
（
ヌ
ー

リ
エ
）
大
賞
」
を
開
催
す
る
が
、

「
Ｎ
ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
」
の
作
品
を
自

由
に
仕
上
げ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

作
品
を
４
月
10
日
～
２
０
２
６

年
２
月
１
日
ま
で
募
集
し
て
い

る
。

　
同
大
賞
は
、「
Ｎ
ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
」

の
作
品
を
募
集
し
、
優
秀
作
品

を
選
出
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
。「
Ｎ

ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
」
が
誕
生
し
た
２
０

１
４
年
に
初
開
催
し
、
今
回
で

13
回
目
を
迎
え
る
。
こ
れ
ま
で

に
１
歳
～
１
０
０
歳
の
人
が
参

加
し
、
応
募
総
点
数
は
約
３
５

０
点
に
の
ぼ
る
。

　
大
賞
受
賞
者
に
は
商
品
券
３

万
円
分
に
加
え
、
自
身
の
作
品

が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
ま
く
ら
、

そ
の
ほ
か
の
受
賞
者
に
は
商
品

券
５
千
円
分
と
自
身
の
作
品
が

プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
タ
オ
ル
を
贈

呈
す
る
。
ま
た
、
応
募
者
全
て

の
作
品
は
、
審
査
後
に
「
Ｎ
ｕ

Ｒ
Ｉ
Ｅ
大
賞
」
公
式
サ
イ
ト
や

関
連
サ
イ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
掲

載
す
る
予
定
。

　
応
募
は
、
年
齢
制
限
な
く
１

人
で
仕
上
げ
た
作
品
で
も
複
数

人
で
仕
上
げ
た
作
品
で
も
可

能
。

　
応
募
は
、「
Ｎ
ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
大

賞
」
公
式
サ
イ
ト
応
募
フ
ォ
ー

ム
（h

ttp
s://m

a
ru

a
i.

c
o

.jp
/n

u
rie

/a
w

a
rd

/
in

pu
tform

.ph
p

）
か
ら
。

　In
stag

ram

か
ら
の
応

募
は
、「
Ｎ
ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
」
ア
カ

ウ
ン
ト
（h

ttps://w
w

w
.

in
s

t
a

g
r

a
m

.
c

o
m

/

n
u

rie_offi
cial/

）
の
投
稿

を
確
認
す
る
。

　
対
象
商
品
は
、
Ｎ
ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｅ

シ
リ
ー
ズ
全
ア
イ
テ
ム
（
Ｎ
ｕ

Ｒ
Ｉ
Ｅ
ｍ
ａ
ｋ
ｉ
、
Ｎ
ｕ
Ｒ
Ｉ

Ｅ
ｏ
ｒ
ｉ
、
Ｎ
ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
ｒ
ｏ

ｌ
ｌ
、
Ｎ
ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
ｂ
ｏ
ｏ

ｋ
）。

　
画
材
は
自
由
で
、
大
賞
（
１

組
）
に
商
品
券
３
万
円
分
＋
作

品
を
プ
リ
ン
ト
し
た
ま
く
ら
。

そ
の
ほ
か
各
賞
（
数
組
）
に
商

品
券
５
千
円
分
＋
作
品
を
プ
リ

ン
ト
し
た
タ
オ
ル
を
進
呈
す

る
。

　
発
表
は
、
２
０
２
６
年
３
月

以
降
「
Ｎ
ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
大
賞
」
公

式
サ
イ
ト
で
行
う
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
お
よ
び
応
募

に
関
す
る
詳
細
は
、「
Ｎ
ｕ

Ｒ
Ｉ
Ｅ
大
賞
」
公
式
サ
イ

ト
（h

ttp
s://m

a
ru

a
i.

co
.jp

/n
u

rie
/aw

ard
/

）

ま
で
。

　【
日
本
文
具
新
聞
社
発
】
文

房
具
が
テ
ー
マ
の
企
画
展
「
文

房
具
大
解
剖
！
」（
文
具
王
・

高
畑
正
幸
氏
監
修
）
が
３
月
20

日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
、
千
葉

市
科
学
館
で
開
催
。
思
わ
ず
誰

か
に
伝
え
た
く
な
る
よ
う
な
文

房
具
に
ま
つ
わ
る
画
期
的
な
ア

イ
デ
ア
や
技
術
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

　
展
示
コ
ー
ナ
ー
は
、
①
「
文

房
具
大
解
剖
！
」
紙
や
ペ
ン
に

は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
？
比
べ
て
み
ま

し
ょ
う
②
「
文
房
具
っ
て
な
ん

だ
？
」
文
房
具
は
い
つ
か
ら
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
？
ボ
ー
ル
ペ

ン
の
前
は
何
を
使
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
？
③
「
変
わ
り
続
け

る
文
房
具
」
や
る
気
の
で
る
ペ

ン
、
水
で
書
く
習
字
、
バ
ナ
ナ

で
作
る
紙
④
「
わ
た
し
の
文
房

具
」
研
究
者
や
建
築
士
、
科
学

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
は
ど
ん
な

文
房
具
を
使
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
？
⑤「
文
房
具
ア
ー
ト
」

ペ
ー
パ
ー
ク
イ
リ
ン
グ
や
消
し

ゴ
ム
は
ん
こ
な
ど
、
文
房
具
を

使
っ
た
ア
ー
ト
作
品
が
勢
ぞ
ろ

い
！
な
ど
の
構
成
で
、
文
具

メ
ー
カ
ー
約
40
社
の
文
房
具
約

１
２
０
点
の
展
示
と
パ
ネ
ル
や

動
画
に
よ
る
解
説
も
行
っ
た
。

　
展
示
に
加
え
て
、
三
菱
鉛
筆

の
「
Ｈ
ｉ
―
ｕ
ｎ
ｉ
ア
ー
ト

セ
ッ
ト
」
を
使
っ
た
鉛
筆
の
硬

度
（
10
Ｂ
～
10
Ｈ
）
書
き
比
べ
、

水
性
・
油
性
・
エ
マ
ル
ジ
ョ

ン
・
ゲ
ル
な
ど
異
な
る
イ
ン
ク

で
の
試
し
書
き
、
水
で
書
く
習

字
の
体
験
な
ど
の
実
際
に
試
せ

る
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
。

　
そ
の
ほ
か
、
ラ
イ
ブ
ド
ロ
ー

イ
ン
グ
の
シ
ョ
ー
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
体
験
講
座
な
ど
、

多
彩
な
企
画
が
用
意
さ
れ
、
多

く
の
来
館
者
を
楽
し
ま
せ
て
い

る
。

　
銀
鳥
産
業
株
式
会
社
（
西
村

友
秀
社
長
、
名
古
屋
市
）
が
、

名
古
屋
市
内
の
小
学
校
で
配
布

さ
れ
て
い
る
キ
ャ
リ
ア
学
習
教

材
「
小
学
生
の
た
め
の
お
仕
事

ノ
ー
ト
　
名
古
屋
市
版
」
に
、

同
社
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ

た
。

　
同
ノ
ー
ト
は
、
名
古
屋
市
で

働
く
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
人
の
姿

を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
地

域
の
産
業
や

社
会
と
の
関

わ
り
に
つ
い

て
学
び
、
自

ら
の
将
来
に

つ
い
て
考
え

る
こ
と
を
目

的
と
し
た
副

教
材
で
、
同
社
が
地
域
に
根
ざ

し
た
企
業
の
一
例
と
し
て
取
材

を
受
け
、
仕
事
内
容
や
思
い
を

紹
介
し
て
い
る
。

　
株
式
会
社
サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス

（
西
村
彦
四
郎
社
長
、
大
阪
市
）

は
、
ク
レ
パ
ス
発
売
１
０
０
周

年
を
記
念
し
た
施
策
の
１
つ
と

し
て
「
お
え
か
き
遊
園
地
～
浅

草
花
や
し
き
×
ク
レ
パ
ス
～
」

を
５
月
２
日
～
６
月
２
日
ま
で

開
催
し
て
い
る
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
第
１
弾
～
第

３
弾
に
分
け
て
開
催
し
、
５
月

２
日
か
ら
の
第
１
弾
は
、「
巨

大
か
べ
お
え
か
き
」
ス
ペ
ー
ス

と
み
ん
な
で
サ
ク
ラ
の
花
に

色
を
付
け
る
「
サ
ク
ラ
ぬ
り

え
」。
５
月
９
日
か
ら
の
第
２

弾
は
、
園
内
を
回
り
な
が
ら
ぬ

り
え
を
完
成
さ
せ
る
「
ぬ
り
え

ラ
リ
ー
」、
イ
ベ
ン
ト
限
定
デ

ザ
イ
ン
の
ク
レ
パ
ス
が
手
に
入

る
マ
ル
ハ
ナ
縁
日
。
５
月
23
日

か
ら
の
第
３
弾
は
、
ロ
ー
ラ
ー

コ
ー
ス
タ
ー
の
茶
の
間
が
ク
レ

パ
ス
仕
様
に
な
る
な
ど
、
期
間

中
に
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
テ
ン
ツ

を
用
意
し
て
い
る
。

　
３
月
19
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
、
み
ら
い
の

郵
便
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ

る
店
舗
「
Ｓ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
　
Ｂ
Ｏ

Ｘ
（
ソ
ウ
ゾ
ウ
ボ
ッ
ク
ス
）」

の
人
気
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ン
テ

ン
ツ
「
ラ
ッ
ピ
ン
グ
Ｂ
Ａ
Ｒ
」

に
、
株
式
会
社
デ
ザ
イ
ン
フ
ィ

ル
（
会
田
一
郎
社
長
、
東
京

都
）
が
運
営
す
る
大
人
感
性
の

ス
テ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ー
シ
ョ
ッ

プ
「
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
＆
Ｆ
Ｌ
Ｏ

Ｗ
」
の
バ
イ
ヤ
ー
が
セ
レ
ク
ト

し
た
、
１
５
０
種
以
上
の
想
い

を
添
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
ア
イ
テ

ム
と
シ
ー
リ
ン
グ
ス
タ
ン
プ
の

コ
ー
ナ
ー
が
新
設
さ
れ
た
。

　「
ラ
ッ
ピ
ン
グ
Ｂ
Ａ
Ｒ
」
内

に
新
設
さ
れ
た
コ
ー
ナ
ー
に

は
、
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
＆
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｗ

の
バ
イ
ヤ
ー
が
セ
レ
ク
ト
し

た
、
贈
り
も
の
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
添
え
る
付
箋
や
ス
タ
ン
プ
、

シ
ー
ル
な
ど
の
ツ
ー
ル
を
展

開
。
ま
た
、
今
回
、
拡
充
し
た

シ
ー
リ
ン
グ
ス
タ
ン
プ
の
コ
ー

ナ
ー
に
は
、
シ
ー
リ
ン
グ
ワ
ッ

ク
ス
40
種
、
シ
ー
リ
ン
グ
ス
タ

ン
プ
台
約
40
種
、
シ
ー
リ
ン
グ

ス
タ
ン
プ
に
添
え
る
ド
ラ
イ
フ

ラ
ワ
ー
な
ど
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
ア
イ
テ
ム
を
揃
え
る
。

　「
ソ
ウ
ゾ
ウ 

ボ
ッ
ク
ス
」は
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー
プ
と
日
本

郵
政
グ
ル
ー
プ
が
締
結
し
た

「
社
会
課
題
の
解
決
に
向
け
た

連
携
強
化
に
関
す
る
協
定
」
に

基
づ
く
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
、
昨
年
２
月
に
東
京
・
秋
葉

原
に
オ
ー
プ
ン
し
た
店
舗
で
、

「“
贈
る
”
を
楽
し
も
う
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
家
族
、
友
人
、

同
僚
な
ど
、
誰
か
を
想
い
、
そ

の
想
い
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
贈

る
体
験
を
提
供
し
て
い
る
。

　
４
月
13
日
に
開
幕
し
た
大

阪
・
関
西
万
博
に
出
店
し
て
い

る
、
ま
ね
き
食
品
の
未
来
型
レ

ス
ト
ラ
ン
〝
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
　

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
　
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ

Ｏ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
〟
に
、
セ
キ

セ
イ
株
式
会
社
（
西
川
雅
夫
会

長
）
の
日
本
酒
「
雅
風
」
が
並

び
、
揃
い
の
法
被
を
着
て
セ
キ

セ
イ
社
員
が
来
場
者
に
ア
ピ
ー

ル
し
た
。

　
万
博
開
幕
日
に
は
、
レ
ス
ト

ラ
ン
で
話
題
の
究
極
の
駅
そ
ば

を
全
員
で
賞
味
し
、
西
川
雅
夫

氏
こ
と
東
山
雅
風
が
、
葛
飾
北

斎
の
紅
富
士
と
白
富
士
を
創
作

し
た
日
本
酒
「
雅
風
」
で
乾
杯
。

  

ま
ね
き
食
品
の
竹
田
社
長
と

大
阪
・
関
西
万
博
の
成
功
を
互

い
に
誓
い
合
い
、
日
本
酒
「
雅

風
」
は
好
調
な
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
。

第
１
弾
の
試
作
品
家
具

シ
ー
リ
ン
グ
ス
タ
ン
プ
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
ツ
ー
ル
を
セ
レ
ク
ト

ま
ね
き
食
品
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

企
画
展
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集
の
告
知

　
一
般
社
団
法
人
日
本
ホ
ビ
ー

協
会
は
、
４
月
17
～
19
日
、
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
、「
第

49
回
２
０
２
５
日
本
ホ
ビ
ー

シ
ョ
ー
」
を
開
催
、
10
万
３
１

５
人
の
来
場
で
賑
わ
っ
た
。

　
業
界
関
連
で
は
、
シ
ヤ
チ
ハ

タ
、
ヤ
マ
ト
が
出
展
し
た
。

　
ま
た
同
社
は
、
デ
ジ
タ
ル

フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
に

よ
っ
て
建
築
と
家
具
の
領
域
を

横
断
す
る
、
国
際
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
「
Ｄ
ｉ
ｇ
ｉ

　
Ｆ
ａ
ｂ
　
Ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
　
２

０
２
５
　
ｂ
ｙ
　
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｙ

Ｏ
×
Ｖ
Ｕ
Ｉ
Ｌ
Ｄ
」
を
開
催
、

６
月
１
日
～
７
月
31
日
ま
で
、

作
品
を
募
集
す
る
。

　
作
品
の
テ
ー
マ
は
「
Ｐ
ｅ
ｒ

ｓ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｐ
ｕ

ｂ
ｌ
ｉ
ｃ
」。
目
に
す
る
も
の
。

肌
に
感
じ
る
風
や
光
。
と
も
に

い
る
存
在
。物
事
と
の
出
会
い
。

「
私
」
は
常
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
と
関
わ
り
、
変
わ
り
続
け

て
い
る
。
そ
の
「
私
」
を
豊
か

に
味
わ
う
Ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ

と
、
新
た
な
関
わ
り
が
芽
生
え

る
Ｐ
ｕ
ｂ
ｌ
ｉ
ｃ
。
関
わ
り
を

生
む
可
能
性
を
秘
め
つ
つ
、
一

人
で
あ
る
こ
と
も
可
能
に
す
る

領
域
は
、
ど
の
よ
う
に
デ
ザ
イ

ン
で
き
る
だ
ろ
う
か
。「
Ｐ
ｅ

ｒ
ｓ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
」
と
「
Ｐ
ｕ
ｂ

ｌ
ｉ
ｃ
」
の
あ
い
だ
を
生
み
出

す
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
。

　
募
集
対
象
は
、
公
共
空
間
に

設
置
さ
れ
る
、
建
築
と
家
具
の

領
域
を
横
断
す
る
デ
ザ
イ
ン
。

建
築
の
よ
う
に
空
間
を
か
た
ち

づ
く
り
、
家
具
の
よ
う
に
人
の

ふ
る
ま
い
や
感
覚
に
寄
り
添
う

よ
う
な
提
案
。

　 

賞
は
、グ
ラ
ン
プ
リ（
１
点
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
セ
ン
タ
ー
Ｐ

ａ
ｌ
ａ
ｚ
ｚ
ｏ
　
Ｍ
ｏ
ｒ
ａ

及
び
、 

コ
ク
ヨ
オ
フ
ィ
ス
Ｔ
Ｈ

Ｅ
　
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｕ
Ｓ
に
展
示
）、

優
秀
賞（
最
大
２
点
）、佳
作（
最

大
５
点
）
の
各
賞
を
用
意
。
　

三
菱
鉛
筆
役
員

三
菱
鉛
筆
関
西
販
売
役
員

パ
イ
ロ
ッ
ト
役
員

「
ヌ
ー
リ
エ
大
賞
」開
催

オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
募
集

マ
ル
ア
イ

オフィ
ス家具共同開発を開始

コ ク ヨ と Ｃ ｈ ｏ ｐ
Ｖａｌｕｅ　Ｊａｐａｎ

使用済み割り箸リサイクル

浅
草
花
屋
敷
で

イ
ベ
ン
ト
開
催

サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス

タ
ッ
チ
＆
フ
ロ
ー

バ
イ
ヤ
ー
が
厳
選

み
ら
い
の
郵
便
局

小
学
生
の
た
め
の

お
仕
事
ノ
ー
ト

名
古
屋
市
・
銀
鳥
産
業

の
取
り
組
み
を
紹
介

お仕事ノート

万
博
で
日
本
酒

「
雅
風
」ア
ピ
ー
ル

〇
…
セ
キ
セ
イ

千
葉
市
科
学
館
で

文
房
具
の
企
画
展

ホ
ビ
ー
シ
ョ
ー
に

10
万
超
え
る
来
場

国
際
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
ペ
を
開
催


